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図 
 

解 

1686 年 嘉助騒動（信濃国松本藩） 

1738 年 元文一揆（陸奥国磐城平藩） 

 ★傘連判状（円形を中心に放射線状に署名） 

代表越訴型一揆 

 年貢減免を要求→村役人が農村を代表して直訴 

佐倉惣五郎(下総) 

 下総国佐倉藩堀田氏の苛政を将軍に越訴 

磔茂左衛門(上野) 

 上野国沼田藩真田氏の苛政を幕府に越訴 

惣百姓一揆 

 年貢減免・藩による専売制の撤廃を要求 

 →村役人層を含む全農民層が参加して蜂起 

1728 年 久留米一揆(筑後) 

1793 年 武左衛門一揆(伊予) 

世直し一揆 

 新時代への期待と百姓一揆が結びついた 

 貧農による特権商人・豪農への打ちこわし 

1836 年 郡内一揆(甲斐) 

    加茂一揆(三河) 

1856 年 渋染一揆（岡山藩） 

     部落差別政策に反対 

②村方騒動（村役人と小百姓の対立＝村役人の不正を追及し，代官・郡奉行に訴える） ★18 世紀以降増加 

      背景＝農民の階層分化により，村役人(豪農)と小百姓(貧農)の対立が激化 

③打ちこわし（下層都市民・農民による米商人・金融業者への襲撃） 

  1733 年 江戸の打ちこわし（最初の打ちこわし） 

       高間伝兵衛の米問屋が襲撃される（幕府の米価引き上げ政策に関わったため） 

  1787 年 天明の打ちこわし（江戸・大坂を中心とする各都市で起こる） 

④国  訴（在郷商人による指導のもと，大坂問屋(株仲間)による流通独占に反対する合法的農民闘争の一つ） 

  1823 年 大坂周辺で最初の国訴 

       摂津・河内・和泉国３ヶ国の 1307 村で綿・菜種をめぐる大坂問屋の流通独占に反対 

一
揆
の
形
態 

［義民として伝えられる］ 
一 

揆 

例 

享保の飢饉(1732) 

 西日本で長雨→いなご・うんかの大発生 

天明の飢饉(1782～87) 

 東北地方の冷害・浅間山の大噴火 

天保の飢饉(1832～39) 

 冷害・洪水・大風雨による全国的な凶作 

［三大飢饉］ 

［全藩一揆（藩領全域に及ぶ一揆）］ 

［その他］ 

前期(17 世紀) 中期(18 世紀) 後期(19 世紀) 

①百姓一揆（江戸時代の農民一揆） ★享保期以降増加→件数＝3000 件以上 

［Ａ］百姓一揆 
江戸時代⑦［幕藩体制の動揺］ 

［ＮＯＴＥ］ 

自分の身を犠牲にして直訴(越訴)する代表者 幕領内 

(Ｐ51) 

和泉 

摂津 

河内 

桐生 足利 

野田 

銚子 

18 世紀以降の商品生産の発展により， 

大坂など上方市場から自立した江戸周辺 

地域による市場圏＝江戸地廻り経済(圏) 

→これにより，問屋による独占体制が崩れる 

農村を拠点にした在郷商人が 

農村で生産される商品を輸送 

対立→国訴 

領主 

複数の村が結合 
強訴 

村を代表して 

窮状を直訴 

将軍・領主 

貧農 

強訴 打ちこわし 

 

村役人 
村役人 

本百姓 

水呑百姓 

直訴 

村役人 村役人 

本百姓 本百姓 

水呑百姓 水呑百姓 

領主 村役人 豪農 

本百姓 

水呑百姓 

  →首謀者の名をわからなくするため  部落＝えた・非人が住む地域 

下り物 

地廻り物 

(絹織物) 

(綿・菜種) 

(醤油) 

おっ そ そう 

そう ご ろう 

はりつけ も ざ え もん 

か すけ 

げん ぶん しぶ ぞめ 

ぶ ざ え もん 

く る め 

からかされんばんじょう 

ぐん ない 

か も 

きょう ほう 

てん めい 

てん ぽう 

大坂 

二十四組問屋 十組問屋 

江戸 

(上野) (下野) 

(下総) 

(下総) 

在郷商人 

在郷商人 

(問屋が江戸へ商品輸送) 
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財  政  再  建 

島津重豪 

毛利敬親 

①陶磁器(有田焼)の専売制 

②均田制（本百姓体制を再建するための農地改革） 

橋本左内（適塾で緒方洪庵に学ぶ→安政の大獄で捕らえられ江戸で刑死） 

横井小楠（慶永の政治顧問となる→『国是三論』を著し，開国貿易を説く） 

由利公正（横井小楠に学ぶ→殖産興業の必要性を説く） 

軍 事 力 強 化 藩 主 登用者 

①集成館（兵器製造を中心とした洋式工場群） 

 (1) 反射炉（大砲製造のための溶鉱炉） 

 (2) 機械紡績工場(綿糸製造工場) 

 (3) ガラス製造所 

調所広郷 

（下級武士） 

①藩債の整理（藩債 500 万両の 250 年賦返済） 

②専売制強化（奄美三島特産の黒砂糖の専売を実施） 

③琉球密貿易（琉球王国を通した清国との密貿易） 

④造士館（摩藩の藩校）を設立 

摩藩 

(鹿児島藩) 

雄 藩 

長州藩 

(萩藩) 

村田清風 

（下級武士） 

①藩債の整理（藩債 140 万両に対する 37 カ年賦皆済仕法） 

②紙・蠟の専売制緩和 

  防長の大一揆（紙・蠟の専売制廃止を要求した一揆）が背景 

③越荷方（下関で資金の貸付や委託販売を行う役所） 

鍋島直正 

(閑叟) 

肥前藩 

(佐賀藩) 

①反射炉（大砲製造のための溶鉱炉） 

  ★オランダから学び，日本で最初に築造 

徳川斉昭 水戸藩 

藩政改革 

成功せず 

藤田幽谷（徳川光圀が設立した彰考館で『大日本史』の編纂にあたる） 

藤田東湖（幽谷の子→『弘道館記述義』で尊王攘夷思想を説く） 

→弘道館（水戸藩の藩校）を設立⇔会津藩の藩校は日新館 

会沢安(正志斎)（幽谷に学ぶ→『新論』で尊王攘夷思想を説く） 

①反射炉（大砲製造のための溶鉱炉） 

②石川島造船所 

  幕命を受けて水戸藩が設けた幕府の造船所 

土佐藩 

(高知藩) 

山内豊信 

(容堂) 

おこぜ組 

（吉田東洋ら） 

［Ｂ］藩政改革(雄藩の台頭)（天保の改革前後）(藩政改革に成功して，後に政局を左右した大藩) 

越前藩 

(福井藩) 

松平慶永 

(春嶽) 

島津斉彬 

(幕府) ①高島秋帆（オランダ人に砲術を学ぶ） 

  幕府に招かれ，西洋砲術を指導 

②江川英龍(太郎左衛門)〔代官〕 

  伊豆韮山に反射炉，江戸品川沖に台場を築造 

③長崎製鉄所（のち長崎造船所と改称） 

④横須賀製鉄所（のち横須賀造船所と改称） 

［ＮＯＴＥ］ 

紙・蠟の専売制を実施しようとしたが， 

反対一揆のため専売制できなかった 

砲術を学ぶ 

江戸時代⑦［幕藩体制の動揺］ 

 

宇和島藩 伊達宗城 村田蔵六(大村益次郎)（長州藩士→藩主に招かれ蒸気軍艦を建造） 

しげ ひで ず しょ ひろ さと 

なり あきら 

ぞう し かん 

はん しゃ ろ 

ろう 

たか ちか 

こし に かた 

ゆう こく 

とう こ 

あい ざわ やすし 

とよ しげ 

さ ない 

しょう なん 

よし なが 

ゆ り きみ まさ 

むね なり 

しゅう はん 

ひで たつ 

にらやま はんしゃろ 

はん なり あき しゃ ろ 

はん しゃ ろ 

あまみさんとう 

みつくに 

かん そう 

よう どう 

安政の地震 

(1855)で圧死 

しゅん がく 


